





































































































































































































































































































                                                        
① 例えば､JavaScript言語では「25」を数量として「p1」と
いう変数に代入する場合には､var p1 = 25と記述されるの








② 例えば､p1 = 25(数量)とr1 = 35(数量)の加法演算は､p1 + 
r1 = 60 となる｡これに比して､p2 = ‘25’ (文字列)とr2= 
‘35’(文字列)の加法演算は､p2 + r2  =‘2535’となる｡
したがって､同じ加法の演算であってもその結果が全く異な
る｡ 
③ 例えば､伊東乾『弁論主義』(学陽書房､1975年)77頁｡ 
④ 例えば､中野貞一郎=松浦馨=鈴木正裕編)『新民事訴訟法
講義2版補2版』(有斐閣､2008年)292頁では､｢請求の当否
の判断の前提をなす権利･法律関係を直接の対象とする自白
をいう｡訴訟物たる権利関係自体は争いながらも,その前提
となる先決的な法律関係の存否について,相手方の主張を認
める陳述である(たとえば,所有権侵害を理由とする損害賠
償請求訴訟において原告の所有権自体については争わない
との陳述)｡｣と説明されている｡ 
⑤ 例えば､澤木敬郎｢連結点の主張と立証｣立教法学10号
(1968年)92頁では､外国法の適用の前提となる｢連結点｣に
関する主張についても､裁判所の専権に属する(講学上､弁論
主義と対比して｢職権探知主義｣と呼称されている)と主張さ
れている｡ 
